
機密性２情報

▽ 実績最高水位（2.89m）

○令和５年台風７号および台風通過後に発達した雨雲により、九頭竜川上流域では８月１５日から８月１７日にか
けて、流域平均総雨量が３４０mmを超える降雨となり、九頭竜ダムへの最大流入量は４８７m3/sに達しました 。

○九頭竜ダムでは、１８日９時時点で約３，６０６万m3の洪水を貯留し、ダム下流の朝日地点（大野市朝日付近）
で河川水位を最大で約１．２ｍ低減させる効果があったと推定。

流入量と放流量 流域平均累計雨量 342.8mm （15日4:00～17日16:00）
流域平均最大時間雨量 29.9mm（16日5:00～6:00）
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※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

九頭竜川水系 九頭竜ダム洪水調節による効果
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約3,606万m3の洪水を貯留

状況写真

▽貯留後水位550.55m

撮影日 R5.08.16

▽貯留後水位 552.63m
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約1.2mの低減効果

▽ 貯留しなかった場合の推定最高水位（4.13m）

川幅 約115m

流域平均総雨量 342.8mm

発電放流量

朝日地点における水位低減効果（九頭竜ダムから下流約５km）


